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10月
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所

集

行
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発

洲
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大
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ら
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42.403 
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キロメート凡〆

8月末市の人口

口人

日

時

間

吋

日

寸

築

工

事

一

伊

一

向

山

口

昭

和

?

選

挙

臥

刊

斗

剖

一

一

一

寸

一

3
3
4
4
J

大

m
M
A
m
-一
什

日

明

日

日

間

て
塁
手
員
の
任
命
に
つ
い
て
一
一
一
榊
盟
議

r
i〕
一

U
一

こ

の

よ

う

こ

昔

む

し

ろ

、

こ

一

、

貯

蓄

翼

民

一

で

は

一

ニ

十

八

カ

月

分

、

豊

込

主

主

事

費

自

主

一

…

一

古

二

沼

市

印

刷

四

川

崎

一

時

一

の

違

反

の

数

ULにあ
り

1

5

、
地
方
貯
一
員
百
四
十
五
カ
月
分
に

2

任
さ
れ
ま
し
た
O

)

一
一
一
常
二

Z
:

一

E
Z
弘

一

帯

一

な

い

か

患

わ

れ

る

の

で

あ

り

ま

す

一

草

委

員

害

額

で

す

O

(

大
洲
郵
便
局
窓
)

こ

良

、

2
1
E…

一
地
一
戸
長
同
空
戸
」
戸
長
雇
」
昆
記
昼
雌
誌
苫
併
笠
?
一E翠
以
諒
都
知
型
事
室
選
塁
挙
の
ニ
セ
証
紙
葬
毒
一
よ
立
び
説
政
自

ii
露
露
一

|
|
l
i
|

釘
官
に
伴
窓

i
芯

2量
量
見
書
票
が
夜2決
義

i
議笥

3Z
、一主壬主議主壬主一石三一土一吋

J
「
凶
!
吋
l
岡問吋
4」
宣

民

5紙
、
そ

zの
他
器
都
削
緊
係
の
存
惇
職
撃
事
一
閲
房
の
協
男
力

z
を完号?符宅竺て三一

j
{
i
t
j
i

ιh恥前U削制引
制
川
帥
括
服
時
許
日μ軒U郡軒
訂

U
引む引U配
幹

開

川

町

軒

削

日

前

科

郡

山

眠

時

間

訪

日

盟

主

ウ

ミ

は

出

ん

き

っ

て

誌

は

諮

問

て

一

見

逃

が

一

一

一

一

時

脱

出

F
U
H
U揺

れ
る
こ
と
足
り
ま
し
た
0

)

農
業
構
譲
事
を
ど
市
政
金
一
一
春
の
統
函
方
選
挙
に
は
、

p
l違反
l相
当

数

の

増

加

を

み

ま

し

汚

な

い

守

主

し

き

っ

丈

真

一

一

一

く

な

っ

て

、

ま

こ

と

に

苦

し

ん

で

お

一
、
工
事
話
相
負
担
制
の
締
結
に
つ
い
般
に
わ
た
り
活
発
な
論
議
が
行
な
一
一
選
挙
の
ム
i
ド
が
国
民
の
問
に
感
り
た
。
の
一
体
質
謀
議
を
図
り
、
ま
す
ま
す
公
…
加
入
運
動
」
を
窓
っ
て
い
ま
す
。
一
り
ま
す
o

減
税
只
ム
約
で
も
あ
る
し

て

わ

れ

ま

し

た

0

7

方
、
政
府
も
こ
の
機
運
に
呼
応
し
世
間
で
は
違
反
件
数
を
も
っ
て
公
明
選
挙
の
ム

l
Z盛
り
上
げ
て
、
-
一
こ
の
連
覇
は
、
簡
易
保
険
へ
の
加
入
一
、
ま
少
し
市
民
の
た
め
に
何
と
か
な

一
一
て
、
前
例
の
な
い
草
の
費
用
を
公
明
選
挙
の
尺
度
と
す
る
傾
向
か
あ
り
選
挙
が
命
か
つ
適
正
に
宮
わ
れ
…
一
を
広
く
す
す
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
一

(

頻

合

の

簡

易

水

百

を

七

百

九

十

×

×

×

一

・

・

一

一

ら

な

い

も

の

で

し

ょ

う

か

。

九
万
八
百
で
松
山
市
の
赤
松
竜
一
一
明
選
挙
運
動
と
選
挙
の
取
締
り
に
あ
ま
す
が
、
今
回
の
違
反
の
増
加
は
潜
る
よ
う
努
力
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
一
一
民
告
の
安
定
充
実
を
号
、
国
量
一

柔

道

株

式

会

社

が

、

ま

た

八

多

一

一

て

た

の

で

す

が

、

結

果

は

表

の

与

つ

在

し

て

い

た

も

の

が

顕

在

し

た

す
o

大
洲
市
選
挙
管
理
言
ご
す
成
長
重
量
字
る
た
め
定
一
お
答
え

-
1
1
l
i
l
i
-
-
i
l
-
-
-仁
川
川
川
げ
川
川
け
川
河
川
一
川
川
げ
は
い
E
l
i
l
i
-
-
-
Z
l
a
-
-
Z
E
l
i
-
-
z
i
-
-

一
っ
て
い
る
の
で
す
ず
、
当
市
内
郵
便
局
一

一

且

高

易

水

道

を

七

百

九

十

九

万

八

「

一

一

一

投

書

の

内

容

で

は

単

に

「

税

金

が
一
雨
に
よ
り
麦
等
の
裏
一
作
に
か
か
る
農
一
十
八
年
度
市
民
税
所
得
剖
の
計
算
の
一
と
し
て
も
こ
の
際
、
未
加
入
者
は
も
と
一

計釘餌日関れ

A
叫川吋日リ刊口ごれ川桂引計腎巳臼詩吋碍諸3吋

諸

立

珂

旦

一

長

雨

被

害

で

市

民

税

減

免

一

開

刊

明

吋

刊

刊

刊

日

山

悦

持

問

事
青
に
と
ち
り
か
主
か
る
三
}
こ
」
と
定
に
な
奇
り
ま
一
一
に
よ
老
る
収
突
人
煩
想
の
八
品
剖
以
宝
上
で
あ
雲
る
一
十
斉
吉
月5)
、

覇

(2一
53で

行
宮
な
-
う
う
つ
乙
お
願
円
い
い
見
た
し
主
ま
す
。
一

7トよ主考ι守ち-うつが宮あり
2ま芝
が
、
市
耳
民
税
禁か

し
た

OJ)

一
本
年
四
月
か
か
』
ら
り
六
月
尽
-
こ
}
か
7
て

の

長

一

そ

こ

で

市

ま

、

早

市

五

炊

斉

対

策

を

脅

一

一

一

一

保

険

税

の

こ

と

だ

と

思

い

ま

す

o

市

一

ー

ー

一

l
t
i
i
l

一
者
。
一
⑥
、
所
得
割
軽
減
額
算
出
の
算
式
は
次
一
な
お
、
九
月
以
降
に
お
い
て
、
昭
和
一

一
、
昭
和
三
十
八
年
度
大
洲
市
才
入
一
宮
、
関
東
以
西
ほ
と
ん
ど
の
各
県
と
し
て
き
で
た
カ
?
で
も
県
下
に
一
⑧
昭
和
一
一
一
十
七
年
中
に
お
け
る
合
計
の
と
お
り
で
す
一
二
十
一
一
一
年
か
ら
二
末
年
に
加
入
し
た
一
民
税
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
九
年

才
出
追
加
更
正
予
算
一
否
、
査
も
そ
の
被
告
を
受
け
三
さ
き
が
リ
ゴ
官
民
税
を
軽
減
す
る
こ
と
一
所
得
金
額
(
勢
説
家
一
一
九
二
条
一
塁
塁
×
響

5
4
S一
簡
易
保
険
が
た
く
さ
ん
満
期
に
な
り
ま
一
辞
以
来
、
本
年
は
じ
め
て
「
語

審
三
王
ハ
百
八
士
一
万
八
千
百
。
こ
と
に
圧
園
都

q
p昌刊
の
で
し
ま

7

一
芳
一
言
に
規
定
す
る
)
が
、
六
O
一
蹴
割
論
ゆ
盛
一
す
が
、
富
保
険
金
は
満
期
の
と
き
関
一
」
の
引
き
下
げ
と
、
さ
り
に
各
種
控

時

間

信

円

山

町

下

一

明

日

重

罪

の

被

害

は

品

大

そ

時

時

間

軒

目

万

円

未

満

の

者

o
Eし
、
そ
の
合
一
陣
H
塁

強

一

係

書

類

Zえ
て
、
受
持
の
郵
主
除
績
を
引
き
上
げ
て
減
税
喜
な
い

一

し

た

。

二

の

と

お

り

で

す

。

な

お

、

減

免

の

ふ

計

所

得

者

-

っ

ち

霊

所

得

以

外

一

(

税

務

課

)

一

議

時

日

明

日

告

一

配

軒

別

的

問

問

M

U
配
下
引
H
U
U
U
3
3
3
3
5
d
w
引い
J
服部日③出同一一日一一一副一一円

d
d山田一日内出

f

一
量
千
一
一
百
四
十
七
万
円
一

j

一

一

不

Lr
叫

胎

1
5
8ま

し
た
。
一
一
き
た
い
存
じ
ま
す
o
保
険
税
に
つ

大
洲
小
講
堂
・
南
中
体
育
館
完
成
一
上
須
戒
中
技
術
十
有
利
な
葉
た
ば
こ
生
産
二
糊
一
昨
私
一
諮
問
謂
一
一
一
日
開
昨
日

h時

制

日

山

一

昔

日

間

関

刊

と

に

厳

一

日

比

甘

い

守

に

見

い

っ

て

い

る

一

h
一

九

一

わ

落

成

一

国

の

保

証

で

価

格

安

定

一

一

一

に

押

す

い

時

間

広

脱

出

一

一

望

書

長

詰

殿

町

鉱

山

川

町

村

内

一

七

持

活

柱

。

大

洲

時

一

八

七

坪

一

木

造

、

五

七

坪

一

再

の

葉

た

ば

こ

室

内

三

宅

一

た

農

家

も

あ

り

長

め

て

童

で

哲

一

一

一

判

一

寸

一

室

零

時

間

的

品

目

の

m
d包
括

H
H
1

一

一

軒

、

i
一

工

費

3
4

一
工
費
二
百
二
十
万
余
一
震
に
は
年
収
一
億
一
一
千
百
に
の
ぼ
一
ま
す
o

た
だ
響
力
号
室
の
一
…

Lル
ー

一

球

ブ

グ

校

市

宗

教

の

8
1
2……一

-
1
1
1
1
1
1
1
1一
時

計

日

駐

日

明

控

訴

に

世

話

韮

官

官

端

清

く

こ

と

に

3し一一一

完
践
し
た

F
Z体
育
館

2
1
1
2
2
1二
信

駐

日

時

五

べ

刊

誌

に

w耕
一

一

一

日

戸

一

吋

J
盟

主

思

議

一

※

朝

一

日

目

河

川

一

一

子

。

一

な

さ

ま

の

霊

的

な

ご

協

力

を

お

願

い

一

…

…

回

種

場

出

そ

委

対

す

と

と

も

に

、

ご

参

観

」

…

一

大

門

主

(

五

回

、

蔵

川

)

一

一

市

で

は

昨

年

度

か

ら

農

議

官

接

主

し

ま

す

。

一

一

一

1

0

0

0

0

※
激
励
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
一
一
一
大
野
届
(
五
O
、
宇
津
)

一

一

事

業

を

す

す

め

、

農

事

抜

本

的

な

近

一

産

業

誠

一

M
2
1
W
5
1
5
1
5詰
1
2
5
L濡
昨
山
出
ド
日
三
四
選
挙
区
(
新
谷
柳
沢
地
区
)

一
一
代
化
を
凶
り
、
大
巾
な
生
産
性
の
向
上
一

1
1
l
i
l
i
-
-
-
-
-
I
l
-
-

一
坂
田
八
蔵
(
四
O
、
新
谷
)

…

一

と

所

得

の

増

大

に

努

め

て

お

り

ま

す

が

一

一

篠

浦

謙

太

郎

(

五

二

、

吾

郎

)

一

亀

岡

利

彦

(

四

一

ニ

、

喜

多

山

)

一

一

こ

の

た

め

に

は

霊

童

基

礎

と

し

一

農

業

委

員

き

ま

る

一

都

日

華

街

(

充

、

臨

)

一

間

光

徳

(

四

回

、

審

)

一
一
て
、
省
力
栽
F3白
」

進

め

る

必

裏

が

あ

り

一

一

白

石

丈

夫

(

四

七

、

五

郎

)

一

小

谷

実

街

(

五

五

、

柳

沢

)

一
言
。
一
さ
る
九
月
十
七
日
に
行
な
わ
れ
た
農
?
と
市
内
各
農
業
協
同
組
合
か
ら
そ
れ
ぞ
一
章
二
選
挙
区
(
平
野
南
久
米
地
区
二
一
一
一
淵
利
章
(
五
八
、
回
処
)

一
葉
た
ば
こ
は
、
需
警
震
が
国
企
業
委
員
の
選
挙
は
、
芳
一
選
挙
区
(
大
一
れ
一
名
の
委
一
員
が
選
出
さ
れ
ま
す
。
、
一
金
上
清
(
四
一
、
梅
川
)
一
季
五
挙
区
(
一
二
善
、
八
書
、
上

-
保
証
に
よ
っ
て
安
定
し
て
い
る
の
で
、
プ
測
地
区
)
を
除
い
て
は
無
投
崇
で
そ
れ
一
敬
称
略
一
上
野
五
十
氷
(
五
八
、
野
田
)
須
成
地
区
)

↑
非
常
に
安
全
な
作
昌
で
あ
る
こ
と
は
い

τぞ
れ
委
員
か
き
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
顕
一
・
芳
一
選
挙
区
(
大
洲
地
区
)
一
往
田
千
鶴
亀
(
四
五
、
稲
積
)
徳
間
善
彦
(
四
=
一
、
手
成
)

了
つ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

τか
れ
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一
大
森
重
穂
(
四
六
才
、
徳
森
)
一
福
山
勝
(
四
七
、
平
地
)
上
回
一
喜
重
(
四
一
、
上
須
戒
)

一
ま
た
生
産
収
入
に
つ
い
て
も
.
昨
年
一
な
お
・
ニ

ωほ
か
に
、
市
議
会
か
り
一
中
野
恒
義
(
六
一
、
若
宮
)
一
@
芳
三
選
挙
区
(
菅
回
大
川
地
区
)
祖
母
井
一
雄
(
四
七
、
八
安
善
町
)

一
度
六
反
耕
作
で
総
以
人
七
三
万
円
を
得
一
一
名
(
山
出
品
問
蹴
議
員
が
決
定
ず
み
)
↑
武
田
秀
雄
(
四
九
、
田
口
)
一
森
本
保
滋
(
六
二
、
菅
田
)
※
抽
出
回
義
一
(
四
回
、
春
賀
)

束
中
に
体
育
館
新
築

追
加
予
算
は
三
千
七
百
万
円

9 月市会

総務課

(月1回10日発行)

九
月
定
例
市
議
合
は
、
九
月
二
十
三

日
か
ら
六
日
間
の
へ
命
説
、
聞
か
れ
、
条

例
十
二
件
、
予
釘
三
件
、
そ
の
他
十
三

件
が
慎
重
に
得
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

議
会
で
決
ま
っ
た
主
な
議
案
は
次
の
と

お
り
で
す
。

一
、
市
議
公
議
目
等
の
報
酬
、
費
用

弁
白
及
ひ
期
末
手
当
支
給
に
閲
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(
附
属
機
関
の
委
員
や
非
常
勤
の

転
員
が
市
の
仕
事
の
た
め
施
行
す

る
揚
合
の
旅
貨
の
支
払
川
か
適
正
に

行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

一
、
六
洲
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

(
失
業
保
険
法
の
改
正
に
よ
っ
て

核
当
者
に
戸
籍
の
証
聞
を
無
料
で

交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
)

一
、
大
洲
市
国
民
健
康
保
険
脱
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
所

得
訓
百
分
の
二
・
九
が
百
分
の
二

・
六
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
)

一
、
大
洲
市
公
益
質
屋
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

(
貸
付
全
舶
が
一
口
に
一
万
同
以

内
、
一
一
世
市
に
三
万
円
ま
で
に
増

額
さ
れ
ま
す
。
)

一
、
大
洲
市
国
民
健
康
保
険
大
洲
病

院
胞
設
条
例
の
一
部
を
改
圧
す
る

条
例(

大
洲
病
院
に
昭
和
三
十
九
年
度

か
ら
準
者
護
婦
養
成
機
関
が
設
問

さ
れ
ま
す
。
)

一
、
大
洲
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
表
占
民
会
条
例

一
、
大
洲
市
立
大
洲
東
中
学
校
建
設

委
員
会
条
例

生活の設計に

簡易保険へご加入を



( 2 ) 日。月。年8 5 和

一
市
民
の
み
な
さ
ま
の
債
託
を
得
ま
し
て
既
に
満
一
灯

ω設
置
、
そ
の
他
苛
少
年
犯
罪
の
防
止
、
流
失
崎

一
つ
一
カ
年
を
経
過
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
間
市
議
会
を
均
の
架
設
、
工
場
誘
致
、
大
洲
病
院
の
新
築
、
教
育
施

'
'
一
初
め
市
民
の
み
な
さ
ま
、
さ
り
に
国
県
の
凶
係
機
凶
設
の
充
実
闘
題
等
々
で
あ
り
ま
す

0

3

4
C

一
の
理
解
あ
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
市
政
こ
れ
ら
の
巾
に
は
現
在
進
行
中
の
も
の
も
あ
り
ま
一

一

、

一

も

順

調

に

進

ん

て

お

り

ま

す

。

す

が

、

こ

こ

に

そ

の

状

況

を

ご

覧

い

た

だ

き

.
2

ru
一
こ
、
に
市
政
の
過
去
一
カ
年
を
ふ
り
か
え
り
、
主
と
も
市
政
進
展
の
た
め
に
、
な
お
い
っ
そ
う
の
ご
協

-
D
一

な

る

も

の

に

つ

い

て

そ

の

経

過

を

ご

報

告

し

上

げ

力

を

お

願

い

し

て

丈

ま

せ

ん

一

・
4

一
ま
す
。

一

『

」

一

ま

ず

輩

古

屋

高

等

学

校

の

誘

致

、

し

尿

処

理

場

の

建

大

洲

市

長

森

永

沼

茂

一

一
設
、
テ
レ
ピ
中
継
所
、
農
業
構
造
夜
許
事
業
、
防
犯

昭ー.

一

の

設

置

割菟JA Fま

一

d

犯
罪
の
か
げ
に
女
あ
り
p

と
こ
と
わ
ざ
に
あ
り
ま
す
が
一

プ
犯
罪
は
く
ら
や
み
で
注
ま
れ
子
と
も
い
え
ま
す
。
一

-

d

明
る
い
町
p

に
す
る
に
は
、
ま
ず
周
回
聞
を
問
る
く
照
ら
一

一
，
す
院
犯
灯
を
つ
け
る
こ
主
だ
。
さ
あ
連
覇
を
は
じ
め
た
と
一

防

犯

灯

大
洲
病
院
新
築
工
事

昨
年
十
二
月
着
工
し
た
新
築
工
事
一

円

L
n
L
.
y

は
国
及
び
県
の
適
切
な
助
成
の
も
一

4

r
O
イ
リ

と
に
極
め
て
順
調
に
す
す
み
、
竺

C

4

在

厳

に

五

階

と

塔

屋

階

の

コ

ン

ク

一

ー

O

E

リ
l
ト
う
ち
を
終
え
、
主
体
工
事
一

J

一

を
ほ
ぼ
完
了
し
て
、
仕
上
げ
工
事
一

に
う
つ
る
段
階
と
な
り
ま
し
た
。
一

と
く
に
当
初
計
画
の
病
床
一
三
O

一

床
を
一
六
O
床
に
増
床
す
る
こ
と
一

看
護
婦
雲
自
警
す
る
こ
と
一
↓
大
洲
分
間
支
部
の
新
鋭
小
型
消
防
ポ
ン
プ
テ
ス
ト
風
景

の
寄
ら
え
え
季
三
月
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
-
1
1

一
雑
音
防
止
は
ま
ず
お
宅
か
ら

開

院

を

目

ざ

し

て

工

事

が

す

す

め

一

一

消

防

力

の

強

化

阻

小

型

携

ポ

ン

プ

五

台

一

二

一

ら
れ
て
い
ま
す
O

♂

-

一

a

!

回

鉄

童

話

鐘

台

六

基

一

〕

内

川

一

ア

可

オ

一

。

市

発

足

と

と

も

に

年

々

整

備

一

1

z

u
イ

T
H
H
4
ヌ
乙
予
、

な

お

、

新

築

に

と

も

な

う

内

容

施

一

悶

防

火

水

槽

一

三

カ

所

一

~

一

等

H
H
H一
-
Z
一γ
ぐ

一

し

て

き

ま

し

た

が

、

と

く

こ

一

一

E
U
T
H
H
L
つJ
t

ヲ
/

設
や
医
僚
機
械
機
器
等
の
充
実
計
一

l

を

歩

設

し

ま

し

た

。

一

一

円

門

川

U
「

『

T

戸

商

も

糞

灯

し

て

す

す

め

ら

れ

て

い

一

周

諸

区

の

誤

認

充

実

一

豆

m
U
ヲ
可

r

ま

す

。

一

強

化

を

重

点

に

J
弓

一

パ

W
1

一一回一一

一
…
り
(
川
円
は
雑
音
一
掃
運
動
月
間
で
す
)

一
一
あ
つ
ま
っ
℃
強
く
な
る
ル
・

農

協

2
兆

円

貯

蓄

運

動

農

業

協

同

組

合

・

県

信

連

郵
政
省
で
は
、
十
月
一
日
か
ら
末
日
政
投
融
資
計
画
に
よ
る
住
み
よ
い
郷
土
便
貯
金
高
の
六
O
パ
ー
セ
ン
ト
が
郷
土

ま
で
の
一
カ
月
聞
を
「
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
に
郵
便
貯
金
が
重
要
な
資
金
保
に
返
っ
て
、
身
近
か
な
生
活
面
を
明
る

を
つ
く
る
郵
便
貯
金
奨
励
運
動
」
期
闘
と
な
っ
て
は
た
ら
い
で
い
ま
す
。
く
豊
か
に
し
、
往
み
よ
い
郷
土
を
つ
く

と
し
て
、
国
を
は
じ
め
県
お
よ
び
貯
蓄
こ
の
よ
う
に
社
会
に
頁
献
し
て
い
る
り
上
げ
て
お
り
、
ま
た
経
済
活
動
を
盛

控
進
委
員
会
、
地
域
団
体
、
公
民
館
協
郵
便
貯
金
の
大
き
な
は
た
ら
き
を
一
般
ん
に
す
る
潤
滑
油
と
な
っ
て
い
ま
す
。

費
奪
三
十
余
の
組
織
団
体
の
後
援
な
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
認
識
当
大
洲
市
に
お
い
て
も
一
億
九
壬
百

ら
び
に
協
賛
に
よ
っ
て
、
郵
便
貯
金
の
と
理
解
を
深
一
め
γ
、
い
っ
そ
う
郵
便
貯
万
円
の
融
資
か
な
さ
れ
で
お
り
ま
す
。

奨

励

運

覇

を

行

な

郵

便

局

で

は

、

こ

っ

て

い

ま

す

。

住

み

1

よ
い
協
定

T
訟

の

運

動

期

間

に

住

こ

の

連

覇

は

、

郷

土

を

つ

く

る

話

E
J
L
U
H只
，

、

み

よ

い

郷

土

づ

く

国

が

地

方

会

共

団

り

の

た

め

、

日

儲

体
に
貸
し
出
し
、
国
民
の
生
活
を
い
つ
会
の
増
強
を
は
か
り
、
国
民
み
ず
か
ら
生
活
に
結
び
つ
い
た
郵
便
貯
金
の
装
則

そ
う
豊
か
に
し
、
経
窃
発
展
を
は
か
る
の
手
に
よ
る
郷
土
づ
く
り
を
進
め
て
い
を
全
家
庭
に
お
す
す
め
し
て
、
問
る
い

た
め
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。
す
な
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
豊
か
な
郷
土
を
、
生
活
字
築
き
上
げ
る

わ
ち
、
住
宅
、
上
下
水
道
、
道
臨
浩
一
向
現
在
四
国
四
県
に
財
政
投
融
資
が
行
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
郵
便
貯
金
の
は

の
整
備
な
ど
、
生
活
、
社

ξ

境
の
整
な
わ
れ
て
い
る
額
は
、
愛
媛
県
下
二
た
ら
き
を
身
近
か
に
伸
ば
し
て
い
く
こ

備
や
学
校
等
文
教
施
設
、
公
民
館
な
ど
二
億
円
、
他
の
三
県
で
二
七
六
億
円
、
の
運
覇
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

の
充
実
、
さ
り
に
進
ん
で
各
種
産
棄
の
あ
わ
せ
て
一
一
一
八
八
億
円
(
三
十
八
年
六
大
洲
郵
便
局
貯
金
謀

言
自
主

'AEラ
霊
章
、
司
ヒ
コ
再
E
与
す
っ
ヲ
R
Z
E
J

二日ヨコ
¥
β
E
7三
副

社
会
教
育
活
動

。
成
人
大
学
H
H
農
業
や
中
小
企

業
が
、
激
し
い
社
会
の
中
を

突
き
進
ん
で
行
け
る
よ
-
つ
に

農
業
と
商
工
の
二
課
程
を
四

O
名
が
、
七
カ
月
に
わ
た
り

事
門
の
知
識
や
技
静
ゼ
修
得

。
婦
人
学
級
H
H
毎
年
聞
く
。
e
一

学
級
は
文
部
省
の
研
究
委
嘱

を
受
け
て
学
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

H

強
て
な
っ
た
の
は

靴
下
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

九
一
号
台
風
に
よ

る
流
失
三
橋
の

複
旧

①
峠
橋
〈
三
字
、
上
下
と

も
氷
久
橋
に
)
②
鹿
雲
守

橋
(
五
郎
、
下
部
氷
久
的

な
も
の
に
)
③
父
橋
(
官

目
下
部
、
氷
久
的
な
も

ωに

)
以
土
の
一
一
橋
を
白
の
約

六
‘
七
割
の
助
成
を
得
て

苅
年
度
に
完
成
の
見
透
し

そ

の

弛

の

土

木

建

設

。
威
川
線
d

老
谷
橋
グ

改
築
(
=
一
月
)

。
市
道
料
屋
谷
川
脚
以
修
(

三
月
」

ot新
谷
満
秘
総
d

一の

瀬
陥
w

改
築
(
三
月
)

@
F
居
場
橋
ρ

改
築
(

三
月
)
@
市
道

d

八
幡
只
輔
阿
南
柿
H

道
路
改
良
(
三
月
)

事を急いでいます

国的に一勺jな問題

きがけ、必学式の

当市の環境衛生の

があります。

。
ス
ポ
ー
ツ
教
室

1
日
ご
ろ
体

育
運
動
に
参
加
機
会
の
少
な

い
方
の
た
め
に
現
在
、
一
教

室
六
コ
l
ス
(
水
泳
、
民
踊

、
パ
レ
l
一
一
、
ソ
フ
ト
、
剣

道
)
を
開
設
中
で
好
評
。

。
平
野
青
年
学
級
全
国
表
彰
に

輝

ゃ

く

ず

。
石
灯
寵
ほ
か
十
八
点
の
市
指

定
の
文
化
財
き
ま
る
。
-
文

化
財
は
郷
土
の
誇
り
、
大
切

に
し
ま
し
ょ
-
つ
。

教

育

施

設

@
大
州
南
中
学
校
体
育
館
新
築

(
鉄
骨
一
一
一
一
六
坪
、
九
月
)

。
大
成
中
学
校
技
術
斜
室
新
築

(
木
造
三
五
坪
、
五
凡
)

@
蔵
川
中
学
校
技
術
剥
室
新
築

(
木
造
三
五
坪
、
五
凡
)

↓
蔵
川
小
中
学
校
給
食
室
新
築

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
賛
た
ば
こ

オ
リ
ン
ピ

ア

ス

V 
11 

で

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
よ
う

十
本
入
六
十
円
(
う
ち
十
円
寄
付
金
)

。
あ
な
た
の
ま
わ
り
に
払
雑
音
源
が
ノ

皆
さ
ん
の
お
宅
で
お
使
い
に
な
っ

て
い
る
電
電
器
具
で
豊
田
を
発

生
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

。
謹
菌
防
止
は
ま
ず
お
宅
か
ら
ノ

一
度
お
宅
の
器
具
を
調
べ
て
み
ま

し
ょ
う
。

固
ま
ず
、
ラ
ジ
オ
ま
た
は
テ
レ
ビ
の

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

固
次
に
電
気
器
具
の
ス
イ
ッ
チ
を
一

つ
ず
つ
入
れ
た
旦
切
っ
た
り
し
て

ラ
ジ
オ
の
音
ま
た
は
テ
レ
ビ
の
画

面
の
状
態
を
み
て
く
た
さ
い
。

。
も
し
墾
京
出
て
い
た
ら
、
壁
面

止
器
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

i

墾
日
は
お
宅
の
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ

に
入
る
ば
か
り
で
な
く
、
ご
近
所

の
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
に
も
入
っ
て

い
る
の
で
す
。

そ
の
電
気
器
具
に
雑
音
防
止
器

，
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

。
雑
音
防
止
器
の
取
り
付
け
は
ノ

務
音
で
お
困
り
の
方
、
雑
音
防
止一

器
の
取
り
付
け
は
ご
遠
慮
な
く
も

よ
り
の
ラ
ジ
オ
底
、
電
力
会
社
、

震
気
工
事
会
在
、

N
H
K
、
電

波
佐
川
理
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

経
費
は
蛍
光
灯
で
は
一
灯
に
つ
き

約
一
五
O
円
、
テ
レ
ビ
で
は
一
台

に
つ
き
五
O
O円

t
一
、
五
O

O
円
程
度
、
そ
の
他
の
機
器
も
一

五
O
I三、
0
0
0円
程
度
で

す。
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記

憶

メ

モ

日
H
新
市
長
就
任

一
月
一
日
日
加
藤
泰
通
事
官
名

誉
市
民
に
推
た
い
(

大
洲
市
名
誉
市
民
芳

号

一月

t
一
一
月
日
記
録
的
豆
豪
雪

? 

ゴ
ニ
笠
通
り
H

竣
工

2 号第

↓
帝
京
芳
五
高
等
学
校
開
校

( 3 ) 

一
す
防
犯
灯
を
つ
け
る
こ
&
た
c
と
ニ
グ
ノ
遺
習
を
同
じ
俊
夫
と
一

一
こ
ろ
各
方
面
か
ら
た
い
へ
ん
な
ご
協
力
を
得
て
、
現
在
水
銀
一

一
灯
十
四
灯
を
合
む
百
十
九
灯
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
一

一
た
。
こ
れ
は
昨
年
中
の
そ
れ
の
約
六
倍
に
あ
た
り
、
町
は
一
一

一
段
と
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

一
そ
の
ほ
か
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
が
、
問
係
機
関
は
も
一

一
と
よ
り
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
で
、
夏
休
み
中
の
一

一
議
事
故
伊
、
ご
ど
も
の
湾
最
づ
く
り
官
河
原
、
一

柚
木
)
、
こ
ど
も
会
の
指
導
育
成
な
ど
に
力
を
注
い
で
そ
れ
一

一
ぞ
れ
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一

一
(
写
真
)
中
村
の

J
二
笠
通
り
H

に
設
り
り
れ
た
防
犯
灯
一

ア

ピ

中

継

所

レ

一

。
気
象
そ
の
他
の
影
響
手
}
受
け
て
工
事
は
お
く
れ
ま
し
た
が
一

現
在
頂
上
の
工
事
が
着
々
と
進
み
、
練
り
込
み
も
は
じ
ま
一

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
で
予
定
の
一
月
一
円
開
局
の
見
と
一

お
お
し
が
つ
き
ま
し
た
。

↓
豪
雪
で
民
家
く
ず
れ
る

薦
業
構
造
改
善
事
業

待
の
も
と
に
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
意
外
な
豪
雪
と

長
雨
に
見
舞
わ
れ
た
に
も
か
か
わ

h

り

ず
、
関
係
者
の
ご
努
力
が
突
を
料
び

芳
一
年
度

ω計
断
事
業
を
予
定
通
り

(
融
盗
事
毒
翌
年
度
「
掻
越
)
完

成
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
脚
設
は
、

既
に
関
係
民
家
の
大
き
な
夢
を
実
刑
制

す
る
よ
う
フ
ル
に
活
用
さ
れ
、
そ
の

成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

完
成
要
栄
は
次
の
レ
お
り

。
農
道
(
成
能
地
区
)

。
ト
ラ
ッ
ク
タ
1
2
(償
問
地
区
)

。
カ
ッ
タ
ー
ロ

@
倉
庫

2
(菅
出
、
阿
蹴
、
成
能
)

。
ド
ラ
イ
ヤ
ー
2
(新
谷
地
区
)

内
乳
牛
舎

2
(背
問
、
長
谷
地
区
)

。
佳
主
肋

3
(阿
蔵
、
骨
田
地
反
)

。
稚
蚕
共
同
飼
育
所
2
p
一
一
一
善
、
爽
合
)

@
壮
蚕
共
同
飼
育
所
2
(育
問
)

品
川
酪
農
セ
ン
タ
ー
ー

一一一一一一一一一一一

一

。
四
月
十
五
日
日
帝
京
芳
五
高
等
学
一
一

校
開
校

。
四
月
二
古
U
健
康
都
市
宮
」
喜
一

民
大
会
開
く

O
四
月
I
六
月

1
記

録

聖

書

一

。
七
月
三
日

1
武
陵
鉱
泉
ボ
l
リ
ノ
ロ

-一一

グ
着
工
(
※
現
在
…

i
i
i
ι
二
一

醐
醐
闇
闇
盟
掴
臨
約
へ
糊
…

水

素

百

ト

ン

(

灘

醐

翻

調

三

♂

一

一

五
五
O
石
)
、
水
笠
一
醐
鵬
鶴
岡
輔
ご
ぜ
一
一
機

質
は
硫
化
水
素
と
:
榊
醐
騨
鵬
翻
勝
勝
一
一

滋
霊
醐
摺
姐
圃
闇
園
開
選
奨
誕
翻
鵬
嬢

塩
化
水
素
の
鉱
泉
一
み
醐
輯
晒
隅
週
織
機
劇
潤
麟

器
開
灘
、
持
関
糊
一
一

で

県

下

に

類

が

な

織

田

園

田

藤

崎

電

議

ぺ
、
極
め
て
良
好
麟
翻
圃
闘

LJふ一一

↓
健
康
都

E言
市
民
大
会
一

ザ
年
度
か
旬
り
市
が
3
カ
年
計
画
で

取
り
組
ん
で
い
る
こ
の
事
業
は
、

県
木
片
も
ほ
じ
め
て
の
事
業
で
あ

司

、

ha

る
と
と
も
に
基
本
計
凶
事
業
費
も

国
庫
補
助
対
象
事
一
億
五
干
万
円

融
資
対
象
事
業
費
一
億
一
千
二
百

万
円
、
あ
わ
せ
て
、
二
億
六
千
二

百
万
円
に
お
よ
ぶ
大
事
業
で
あ
る

だ
け
に
一
般
の
大
き
な
注
目
と
期

神

南

酪

農

(

写

真

〉

八
戸
の
共
同
経
営
で
、
畜
舎
は
ル
l
ズ
パ
ン
ヰ
舎
(
階
下
)
、
同
げ
礼
は
ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
に
よ
り
一
度
に
四

頭
.
八
分
と
い
う
能
率
を
あ
げ
、
そ
の
他
養
蚕
(
牛
晶
一
口
階
上
)
水
稲
も
共
同
で
白
川
刀
を
は
か
つ
て
い
ま
す
。

南
舎
四
棟
、
壮
蚕
飼
育
所
二
棟

f

J

i し尿処理場建設 ι完成を目ざしてすべてφ工事3

目下し尿処理のr"~i-は全国

i-大洲喜多衛生事務総合力不総工費、五千百五 になっ;ているとき、 f也にさき;

.' i1十万円で、市内の米津に曲中のもの。工事は+処理場が完成することは、当1

1本年六月に着工、以来順調にすすみ、本年末改善の上から、非常に憲議ポ

毒
戒

塁
審
1司

嘉
築

成能農道

公
益
質
屋
を
ご
利
用
下
さ
い

三
万
円
ま
で
借
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た喜

益

質

多

ノ・1，A 

組

合

員

の

み

な

さ

ん

へ

森
林
組
合
で
は
、
木
材
の
委
託
市
場
販
売
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。
木
材
販
売
の
節
は
ぜ
ひ
一
度
森
林
組
合
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
o

f

(

大
洲
市
森
林
組
合
)

み
ん
な
の
森
林
組
合
は
み
ん
な
で
利
用
し
ま
し
ょ
う

221回
?月7日

長|径富|す ぎ|ひのき|ま つ|もみつが

400 7下16.000(62) 16.000(62) 

8上 16.000(62) 16.000(62) 
t~ 12上 13.500(53) 15.200(59) 

ゐ、 16上 13.800(54) 14.8OO(田)10. o:JO (39) 9.000(35) 

4;20 30上 14.000(54) 15.500(60):11.500(41) 10.000(39) 

3.00 7下11.700(46) 12.4日0(48)

8上12.200(47) 13.200(51) 

13上 13.500(53) 17.100(66) 8.000(31) 

3.20 16上13.200(51) 14.600(57) 8 800(34) 7.000(27) 

200 アF5.500(21) 5.500(2，;1) 
8上 7.000(27) 7.000(27) 

16，上 9.000(35) 8.000(31) 7 000(27) 7.000(27) 

2.10 38上 10.000(39) 9.000(五5)7.300(28) 8.000(31) 

1.00 12上 4.000(15) 4.200(16) 

17.200W} 6.00;13上15.500(60) 

足場 1m.，につき66-82.50円
、

県森連松山木材市場相場表

(
)
内

は

単

価

才

当

り

10月1日カ、ら

園
田
回
困

リ
，
し
あ
わ
せ
を
倍
に
グ

大
洲
市
の
目
標
額
は
、

ま
り
ま
し
た

今
年
も
マ
信
頭

マ
映
画

マ
戸
別

マ
法
人

八
十
万
二
千
円
に
き

募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

大
洲
市
共
同
募
金
会 屋市況=一般材は保会今後の荷動に期待する

市売日=毎月8日、 1a目、 28日
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国
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回
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中

国

歴

代

の

陶

磁

器

一

一

一

¥

数

点

(

城

l
郷
土
館
に
て
)

一
1
六
年
前
に
詰
め
ら
れ
た
も
の
、
ガ
一

F
4
1
i
t
i
-
-
S
E
r
f
-
-
5
1
2
p
l
i
-
-
i
1
3
t
i
r
-
-
i
t
h
i
t
s
-
p
e
f
-
-
l
i
z
-
-
E
B一
に
こ
す
り
つ
け
る
と
、
よ
ご
れ
が
落
ち

一
ス
ボ
ン
ベ
l
の

上

に

コ

ン

ロ

を

置

い

た

一

山

仰

で

、

特

に

慢

い

ふ

刊

の

が

盟

問

び

、

五

%

、

フ

ス

マ

二

O

%

、

米

ヌ

川

一

に

く

い

ば

か

り

で

な

く

、

ゆ

す

ぐ

と

き

否
、
禁
逆
つ
ぎ
足
っ
て
い
る
一
一

p

汁

農

事

メ

モ

…

…

有

無

事

警

を

い

た

し

ま

カ

一

五

%

)

一

一

に

も

洗

い

ぬ

け

ず

に

布

地

を

い

お

て

一
も
の
な
ど
、
非
常
に
危
険
な
も
の
を
こ
稲
川
、
ヌ
プ

h

し
よ
う
。

2
、
乳
官
、
年
聞
の
去
四
千
叩
一
し
ま
い
ま
す
。

/
「
一
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
団
員
に
一
一
，

s
h
ι
h
J
F
f
一
、
水
稲
の
適
期
刈
り
取
り
三
、
畜
産
五
百
キ
ロ
ざ
フ
ム
(
面
石
)
叩
一
洗
ぞ
機
を
使
う
一
場
合
は
、
ま
ず
、

〉

E

一
も
よ
い
勉
強
に
な
っ
た
と
、
そ
の
収
穫
…
品
会
司
司
米
の
胴
割
れ
防
止
と
、
ロ
置
の
向

1
、
厚
は
、
質
の
よ
い
も
の
以
上
を
搾
ア
五
柔
件
毒J
ぇ
一
一
ど
ろ
な
ど
を
よ
く
お
と
し
て
ま
洗

一
は
一
一
日
刊
ベ
評
価
大
」
れ
ま
す
て
い
。
↑
日
曜
一
恥
脚

/

4

上
を
函
る
た
め
に
、
刈
り
取
り
時
は
か
な
り
高
価
に
な
っ
て
い
る
て
く
だ
さ
い
。
山
一
い
を
し
、
そ
の
あ
と
で
洗
剤
を
加
え
る

診

断

で

わ

か

る

一

そ

の

ほ

か

、

各

分

間

各

部

で

も

そ

れ

一

一

町

・

r
期
を
次
の
与
つ
に
し
て
く
だ
さ
い
の
で
、
審
末
期
の
仕
上
げ
を
そ
れ
に
は
、
よ
い
摩
と
替
一
一
よ
う
に
す
る
と
、
よ
ご
弘
お
ち
や
す

一
ぞ
れ
震
に
集
り
、
機
械
器
具
の
点
検

E

t

内

'
l汎
「
穂
の
一
連
に
青
い
も
み
が
四

t

十
分
に
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
え
る
こ
と
。
濃
厚
盟
主
ア
一
く
な
り
手
。

民
に
「
防
火
の
日
」
の
喜
け
徹
氏
を
図
一
ま
た
、
平
野
分
団
で
は
、
界
八
刀
田
章
、
放
水
テ
ス
ト
、
水
割
論
な
ど
を
行
可

ι陥
U

v

五
組
あ
る
と
き
」
一
般
に
は
、
ま
と
き
の
飼
料
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
、
搾
礼
牛
を
多
く
持
つ
よ

V

一
女
サ
ン
マ
が
出
回
っ
て
い
ま
す
が
、
ご

る
あ
、
消
防
車
四
台
で
車
パ
レ
l
一
ら
撃
は
管
内
の
主
な
建
物
(
公
共
取
な
い
、

2
2ア

l
の

行

豆

一

J
凶

v

だ
お
く
れ
が
ち
の
場
合
が
多
い
。
更
回
し
た
も
の
を
牛
の
体
重
の
う
(
復
皇
営
で
五

t
八
悪
一
一
存
じ
の
と
お
量
豊
か
な
魚
で
す
o

ド
し
、
マ
イ
ク
で
市
民
に
呼
び
か
け
て
五
)
の
消
火
設
備
状
師
、
水
利
な
ど
を
一
わ
り
ま
し
た
。
一
一

¥

J

H

ニ

、

麦

た

ね

の

厳

選

一

言

t
一
・
五
%
の
量
を
与
努
め
て
く
た
さ
い
。
一
一
あ
る
検
査
に
よ
る
と
、
脂
肪
が
三
一
・

い
ま
し
た
o

一

見

て

ま

わ

っ

た

と

こ

弓

消

火

事

五

一

戸

ヤ

今

年

は

長

雨

の

た

め

に

、

赤

か

び

え

て

く

だ

さ

い

。

荷

量

産

普

及

所

一

一

七

%

、

た

ん

量

が

一

八

・

九

%

、

ヵ

一

山

.

病

に

か

か

っ

て

い

る

も

の

抗

多

い

(

麦

穎

五

O

%

、

大

一

旦

カ

ス

一

町

一

ロ

リ

l
一
一
O
五
で
同
族
の
サ
ヨ
リ
に
比

石
そ
の
他

T
i
l
-
2
i
l
i
-
-
E
l
-
-
i
f
r
i
l
l
-
-
i
t・
52fizz--、
Frizzi--zi、・
tali--za--H一
べ
る
と
脂
肪
が
六
倍
も
多
く
な
っ
て
い

開

眼

運

動

の

巡

回

診

査

一

ィ

お

諸

問

日

mrつれ
時
1
時
一
約
O
一
八
リ
ッ
ト
ル
(
一
合
)
の
一
一
続
け
で
は
な
く
、
休
息
も
ま
た
奇
で
一
か
ら
、
た
く
さ
ん
た
ま
ら
な
い
う
ち
に
一
日
い
日
刊
川
十
時
訪
日

一
必
ず
別
参
し
て
く
だ
さ
い
o

一
日
約
一
一
一
一
O
カ
ロ
リ
ー
の
熱
量
が
あ
了
'
元
手
主
γ

等
f
y
一す
o

自
分
の
健
康
維
持
の
た
め
に
、
こ
一
洗
ぞ
を
す
る
よ
う
に
し
ま
す
o

で
き
一
に
味
気
な
い
も
の
で
す
。

申
込
み
は

H
i
l
l
i
-
-
i
i
v百
九
十
円
前
目
立

j
j議
脅
か
れ
説
話
料
一
時
間
信
一
気
民
四
時
長

視
覚
障
壁
日
者
の
一
需
を
古
川
め
る
た
め
一
手
者
と
く

l
E視
力
障
害
者
は
、
一
ハ
、
受
診
希
望
者
は
、
十
一
月
吉
一
と
も
早
く
疲
労
を
い
や
す
効
果
を
も
っ
一

;
;
t
i

一
ま
す
。
一
な
よ
ご
れ
を
お
と
し
ま
す
。
三
回
ぐ
ら
五
し
た
た
ら
せ
て
、
イ
キ
の
ょ
い
と
こ

に
、
本
年
長
の
計
画
で
巡
剛
警
と
一
こ
の
雲
に
ぜ
ひ
撃
を
受
け
ら
れ
る
一
ま
で
に
市
福
祉
事
務
所
か
連
絡
所
一
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
分
だ
け
警
へ
一
一
義
の
衣
類
は
割
り
合
い
か
さ
ば
り
ま
一
い
ゆ
き
さ
れ
い
に
警
て
し
ま
い
一
ろ
を
内
臓
の
ホ
ロ
に
が
昧
ま
で
昧
わ
う

更
生
相
談
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
受
整
竺
ょ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
一
一
ら
さ
な
い
と
、
そ
れ
だ
け
体
内
に
蓄
積
一
と
り
入
れ
の
秋
に
な
り
ま
し
た
。
一
す
し
、
農
作
業
な
ど
で
よ
ご
さ
れ
ま
す
ま
す
。
固
形
の
洗
剤
を
そ
の
ま
ま
布
也

一

一

へ

申

込

み

を

し

て

く

だ

さ

い

。

一

一

一

士

て

つ

ま

大

ほ

硲

別

で

す

O

EO-zgzgZ62
一

O

日

寺

一

一

さ

れ

、

肥

満

の

原

因

と

な

っ

て

く

る

。

一

そ

れ

だ

け

に

忙

し

さ

も

ま

た

格

別

な

こ

一

I
l
l
i
-
-
1
1
1
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一

一

H

一
9
そ

の

ほ

か

詳

し

い

こ

と

は

、

市

福

祉

一

一

一

一

一

鮮

度

が

や

や

落

ち

て

い

る

よ

う

な

場

名
の
方
が
検
診
を
月
λ

け
ら
れ
ゴ
っ
ち
三
十
一
月
二
十
早
前
九
時
か
ら
午
十
事
完
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
一
霊
長
の
ほ
う
と
し
て
は
、
ア
ル
一
と
で
し
ょ
う
。
秋
に
病
気
に
か
か
り
ゃ
一
一
八
高
、
そ
れ
以
上
旦
六
O
円
で
す
一
合
に
は
、
み
そ
t

し
ょ
っ
油
、
し
よ
う

六

二

名

の

方

が

、

議

を

し

た

り

、

注

一

後

四

時

ま

で

一

市

福

祉

事

務

所

一

コ

ー

ル

の

度

を

す

ご

Z、
堅
持
一
す
い
の
は
、
夏
の
疲
労
が
と
れ
な
い
う
一
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
一
注
射
の
で
き
7長
は
、
す
で
に
申
し
が
汁
な
ど
の
ほ
か
に
砂
糖
を
少
し
入
れ

意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
し
一
富
所
一
五
事
、
程
が
お
さ
え
"
り
れ
、
喜
一
ち
に
秋
口
の
い
そ
が
し
さ
に
追
わ
れ
る
一
(
は
や
り
カ
ゼ
)
一
込
ま
れ
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。
一
る
と
ニ
オ
イ
も
消
え
・
お
い
し
さ
を

た
そ
の
内
奇
襲
の
と
お
り
で
す
。
一
帯
公
会
堂

E
E自
自
目

a
E一

理
事
存
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
一
こ
と
も
一
つ
の
原
因
で
あ
る
よ
￥
つ
で
す
一

f
一
な
お
、
本
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
一
ん
と
違
い
ま
す
。

一

。

対

象

者

司

圃

圃

圃

掴

咽

踊

盟

一

る

こ

と

で

あ

る

。

二

つ

-

つ

の

人

は

、

百

二

十

四

時

間

一

予

防

注

射

一

大

流

行

の

週

期

に

当

る

と

い

わ

れ

て

お

一

一

一

司

司

潤

岨

屯

岨

罰

同

調

酒

田

一

一

一

臣

究

一

一

世

一

貫

一

か

吹

く

こ

ろ

に

な

る

と

障

子

の

一一一一一昨
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判
明
日

一

一

一

一

き

さ

よ

り

や

や

大

き

目

に

切

り

、

木

の

霊

前

限

)

ハ

、

網

膜

色

霊

一

「

ふ

だ

合

お

と

な

し

い

人

な

の

だ

一

平

均

し

て

こ

の

ぐ

ら

い

の

ゆ

と

り

は

必

至

か

桜

の

花

び

ら

の

形

に

切

り

抜

き

産

車

)

二

、

色

素

性

網

膜

一

木

の

葉

が

色

づ

い

て

く

る

と

、

酒

の

一

が

」

と

い

勺

て

も

、

け

ん

か

が

は

じ

ま

主

で

す

。

個

人

個

入

の

体

力

差

元

経

一

=

力

に

の

り

を

つ

け

て

は

る

と

き

れ

い

全
額
五
、
小
角
膜
眼
前
雨
量
段
と
つ
ま
く
な
っ
て
く
る
。
し
一
っ
た
D
酔

っ

払

い

運

転

で

事

著

お

こ

一

語

理

由

が

あ

る

の

で

す

か

白

、

必

ず

-

に

で

ま

す

ま

す

。

眼
)
へ
、
絶
対
性
緑
内
障
(
両
眼
下
旬
適
量
の
酒
に
は
、
雪
の
栄
養
一
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
と
り
か
え
し
一
し
も
働
く
の
が
い
け
な
い
と
い
-
つ
め
で
一
全
部
は
り
か
え
る
場
合
に
は
、
ぬ
ら
し

)
卜
、
視
神
経
萎
縮
(
両
眼
)
一
効
果
が
あ
る
o

↑

が

つ

か

な

い

。

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

労

働

と

緊

張

の

し

↑

一

、

一

た

ハ

ケ

で

、

さ

ん

の

と

こ

ろ

を

し

め

し

一
て
、
く
る
く
る
巻
い
て
は
が
し
ま
す
。

一
パ
リ
パ
り
破
い
て
は
が
す
と
あ
と
始
末

一
が
大
変
で
す
。
は
り
方
の
コ
ツ
は
、
必

一
ず
下
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
で
、
障
子
紙

一
の
重
な
り
が
下
向
き
に
な
り
、
ほ
こ
り

一
が
た
ま
り
ま
せ
ん
。

日
月
7
日

の
成
果

危
い
/
ガ
ス
ボ
ン
ベ

毎
月
一
日
を
μ
防
火
の
日
H

と
き

め
午
前
七
時
に
布
円
い
っ
せ
い
に
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
、
分
団
ご
と
に
消
火
訓

練
を
す
る
な
ど
、
実
の
あ
る
行
事
を
行

な
い
ま
し
た
。
ま
た
一
般
市
民
も
こ
れ

に
関
心
を
示
し
、
「
防
火
デ
l
」
の
す

べ
り
出
し
は
、
ま
ず
上
々
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
し
た
。

こ
の
日
本
部
で
は
、
福
住
団
長
以
下

五
名
で
各
分
団
ナ
笠
ま
わ
り
、
行
事
の
状

況
を
視
察
し
て
指
導
に
あ
た
っ
た
ほ
か

大
洲
分
団
で
も
‘
寺
尾
分
団
長
、
井
下

芳
十
四
部
長
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
市
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割

が

要

注

防

火

意、

時す

成

人

病

検

診

の

結

果

わ

か

あ

守
主
=
=
-
-
-
=
】
ユ
三
一
=
2
z
=
-
a
三
『
一
一
主
宰
土
呈
=
官
ES---
と
=
=
-
z
-
-
z
=
=
=
?
-
=
z
三
E
z
-
-
ユ
E
Z
-
Z
三
宮
・
-
吾
Z
三
一
2
7
ユ
ヲ
三
一
吉
亨
三
-
2
2
ヨ
-
d
-
-
-
2
・
コ
呈
コ
ヲ
ユ
一
円
A
Z
=
一
-
-
i
t
-
-
-
=
=
一
守
二
一
言
a
=
一
吉
z
z
z
z
=
一
一
-
-
-
呈
呈
=
=
=
古
玉
三
一
=
=

電
話
番
号
待
は
、
電
話
番
号
を
知
る
ひ
く
と
き
は
i
i五
十
音
別
欄
(
白
品
炉
転
業
や
商
品
名
で
ひ
く
と
き
は
:
:
、
魚
犀
)
に
も
ど
ち
ら
か
ら
で
も
さ

と
き
だ
け
に
利
用
す
る
も
の
で
な
く
、
色
ぺ
l
ジ

)

で

が

せ

る

よ

う

に

重

復

し

て

の

せ

て

あ

電
話
密
号
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
電
報
。
ま
ず
局
名
目
次
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
@
転
業
別
欄
は
同
じ
系
統
の
転
業
や
、
り
ま
す
。

電
語
の
便
制
な
利
用
方
法
か
ら
お
菓
子
O
地
図
に
よ
る
局
名
索
引
:
:
:
二
、
商
品
の
種
類
に
よ
っ
て
ま
と
め
て
の
。
同
じ
転
業
の
中
で
は
、
市
郡
別
、
局

屋
、
肉
屋
、
洋
品
広
か
ら
デ
パ
ー
ト
ま
一
一
一
ペ
ー
ジ
ピ
せ
て
あ
り
ま
す
o

一
ぅ
別
に
お
名
前
や
商
西
名
を
「
あ
い
う

で
、
ど
に
に
あ
る
か
宝
く
わ
か
り
ま
O
あ
い
-
つ
え
お
順
局
名
目
次

:
i四
「
う
ぐ
い
す
色
」
の
ぺ
1
ジ
に
業
種
え
お
」
順
に
の
せ
て
あ
り
ま
す
。

す

。

ぉ

手

も

と

に

あ

る

電

韮

舎

暮

の

‘

ざ

が

し

た

い

転

業

の

ぺ

1
ジ
を
あ
け

一

番

大

切

で

す

。

①

低

脂

肪

食

に

し

一

一

冊

は

、

み

な

さ

ま

方

の

ご

利

用

に

よ

た

ら

市

部

名

、

局

名

を

ま

ず

さ

が

し

て
⑧
夏
季
く
し
③
新
鮮
な
野
菜
一
り
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
の
で
、
そ
電
話
番
号
簿
の
じ
よ
う
ず
な
で
い
た
だ
く
と
早
く
引
け
ま
す
。

や

果

物

を

た

く

さ

ん

と

り

ま

し

ょ

う

一

の

見

方

を

ご

簡

、

た

し

ま

す

。

:

ザ

一

、

護

軍

部

利

用

案

内

-
司
リ
4
1
1」
一

一

、

軍

州

番

号

の

れ

が

し

方

見

方

さ

が

し

か

f

事
刷
番
号
待
に
は
さ
き
を
詞

と
あ
衰
え
ム
一

k
l
k
fノ
h

一

一

一

一
=
L
J
ι

一
凶

ω八
五
民
一
電
話
同
番
設
問
に
は
、
五
王
目
別
(
自

l
i
l
i
-
-
i
j
J
l

べ
る
}
と
の
ほ
か
に
、
市
外
通
話
の
一

号

一

二

一

rvjLS内
昌
一
色
の
紙
)
と
重
別
(
黄
色
の

8

ペ
ー
ジ
別
目
次
と
あ
い
-
つ
え
結
果
が
あ
か
け
か
た
や
、
今
あ
る
電
話
を
よ
り
一

あ
な
J

7

之
官
主
寸
J
4
7長
一

-

一

が

な

句

一

一

の

二

つ

に

八

丹

て

の

せ

で

あ

り

ま

す

の

市

町

村

別

良

五

ペ

ー

ジ

り

ま

す

。

便

利

に

使

-

つ

方

法

ゃ

、

需

で

喜

一

ヘ
一
督
め
り

-
J
/
J
J
J
J
J匂
辺
ト
辻
一
五
十
音
別
に
は
県
内
の
全
加
入
者
を
。
お
な
じ
聞
の
な
か
で
は
、
最
初
の
字
O
差
別
目
次
・
四
、
五
ペ
ー
ジ
を
お
打
ち
に
な
る
方
法
な
ど
を
の
せ
一

U

一

「

ー

ザ

ニ

J

ょ
¥
与
噌
一
角
川
且
一
ま
た
、
医
者
に
は
室
用
電
話
そ
の
警
に
し
た
が
っ
て
「
あ
い
う
O
あ
い
う

v

え

結

果

六

t
一
で
あ
り
ま
す
か
ら
ご
覧

ωう
え
、
豆

ょ

「

l
レ
fι
芦

斗

慎

一

位

仰

い

/

ぷ
U
1

一
一
以
外
の
加
入
者
を
一
次
の
よ
う
に
の
せ
え
お
」
順
に
、
ロ
ー
マ
字
、
カ
タ
カ

0
ペ

ー

ジ

書

誌

を

よ

ひ

便

利

に

お

使

い

く

た

一

。

易

一

r
J
L
位
浮

ι心

一

一

で

あ

り

ま

す

。

ナ

、

ひ

ら

が

な

、

漢

字

の

順

に

の

せ

震

当

事

商

品

な

ど

を

ち

が

っ

た

呼

び

さ

い

。

奇

襲

電

話

向

一

L

l
口
隆
長
-
-
J
Lい
P
トト
h
k
l
i
l
-
-し
一

⑨

加

入

者

の

お

名

前

ゃ

、

唇

す

な

ど

で

で

あ

り

ま

す

。

か

た

を

す

る

阻

存

(

た

と

え

ば

鮮

魚

企

一

副
司
副

1
副
刊
聞
捌
倒
剖
剣
」
則
自
日
月
日
日
山
叶
矧
凶
剥
叫
矧
封
制
吋
寸
ゴ
ベ

七
t
八
月
に
実
施
し
た
市
内
全
地
区

"" 
号2 ヲ方?

名

血〈圧

臓疾患

臓疾患

臓疾患
計

病一

高

心

腎

肝

@
一
一
両
肌
圧
の
予
防
に
注
意

芳
一
位
を
占
め
る
高
血
圧

の
予
防
法
は
食
事
療
法
が

『
歴
什
K
洲
藩
ヂ
主
主
一

B
L

× 

× 

× 

②
年
令
制
有
所
見
者
比
較

年令別 l有所見者数 1.有所見者比

30才-39才の人 24人 2脅づ
40砂-4守庁 : 105人 ? 
50" ':"59 庁 181人 15 
もも砂'-6?， " ; 1白人 15 
70才以上の人 ， 124人 10 

計 617人 51 

地
区
別

回
一
矛

回

大

洲

は

で

買いましょう

で-

l_. 

市 内

上
須
戒

H
H
河
品
目

竹
月
7
日

11 11 
月月
1413 
H 日

たば

⑨
注
射
の
時
間
は
、
午
後
一
時
か
ら
二
時
ま
で

¥ 


